
課題情報シート 

 

課題名： RF-ID システムを用いたネットワークサーバーからのレシピデータ取得機

能搭載の新オーブントースターの開発及び製作 
  

施設名： 東海職業能力開発大学校附属浜松職業能力開発短期大学校 
  

課程名： 専門課程 訓練科名： 制御技術科 
  

課題の区分： 総合制作実習課題 課題の形態： 開発 

 

課題の制作・開発目的 

 

（1）課題実習の前提となる科目または知識、技能・技術 

数値制御加工実習、情報処理実習Ⅰ、情報処理実習Ⅱ、制御プログラミング実習、マイコン

制御、マイコン制御実習、インターフェイス実習、制御プログラミング実習 

 

（2）課題に取り組む推奨段階 

数値制御加工実習、情報処理実習Ⅰ、情報処理実習Ⅱ、マイコン制御、マイコン制御実習終

了後 

 

（3）課題によって養成する知識、技能・技術 

課題を通して、組込み型マイコン開発技術、パソコン制御、電子回路設計、LAN 技術、自動

認識技術、NC による機械加工技術を身に付けます。 

 

（4）課題実習の時間と人数 

人 数：3 人 

時 間：216 時間 

 

現在、家電製品もネットワークに接続されることで、家事支援向上及び携帯電話から家電の遠

隔操作（状態監視・リモート操作の可能な）を目的とした情報家電が増えてきています。 

家電機器もネットワークに接続されることで高機能化が益々進んでいるが、一方、操作性が複

雑になる恐れがあるため、ユニバーサールデザインの観点で情報家電の開発・設計を行う必要が

あると考えられます。 

本課題ではオーブントースターの操作の簡易化及び調理対象の幅を広げるための手段として、

市販の組込型 RF-ID(13.56MHz)リーダー装置を用いた家電のオートメーション化に着目しまし

た。  

現在市販されているオーブントースターをネットワークに接続できるように情報家電化に改

造するとともに RF-ID(13.56MHz)リーダーモジュールを内蔵させました。 

この RF-ID リーダーモジュールにより、調理対象の食材等に取付けられた RF-ID チップの

UID(固有識別子)情報を読み取とることで、調理対象物に合わせたレシピデータ（設定温度、設



図 2 オーブントースターの概観 

定時間）をネットワークサーバー（DB）から自動取得できる、今までにない新しいタイプのオ

ーブントースターの開発及び製作を行いました。 
 

課題の成果概要 

 

今回制作したオーブントースターのシステム構成図を図 1 に、製作物の外観図を図 2 に示し

ます。この製作物は、オーブントースター側の RF-ID アンテナに食材に取付けられた ID タグ

をかざすと、ID タグの UID 情報を読取り、ネットワークサーバーから UID に対応したレシピ

データ(設定温度、設定時間)が送信され、オーブントースターに最適な設定温度及び設定時間が

自動的に設定される仕組みになっています。また、ネットワークサーバー側には、図 3 に示す

ように読取った UID に対応した商品情報をアプリケーション画面に表示するようにしていま

す。また、レシピデータは、ネットワークサーバーに置いてある CSV 形式のファイルに、UID、

画像ファイル名、商品名、生産地、製造者名、カロリー、設定温度、設定時間の順にデータレ

コードを追加することで、どの食材にも対応が可能になります。 

このオーブントースターは、ネットワークサーバーから自動的にレシピデータを取得する機能

以外にも、任意に設定温度及び時間をセットできるマニュアル操作モードなども装備しています。 

本オーブントースターでは、調理が完了すると、指定のメールサーバーに完了メッセージのメ

ールを送信する機能も搭載しています。 
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図 1 本システムの構成図 

図３ ネットワークサーバー（DB）のアプリケーションソフト画面 



課題制作・開発の訓練ポイントおよび所見 

 

この課題では、専門課程の「マイコン制御」「マイコン制御実習」「情報処理実習Ⅰ、Ⅱ」「制

御プログラミング実習」「機械加工」「数値制御加工実習」などのカリキュラムで学ぶ、組込み型

マイコン開発技術、パソコン制御プログラミング技術そして機械加工技術といった幅広い知識

および技能をベースに、自由な発想でシステム開発できる知識を身につけさせるとともに、新

しい技術に挑戦するチャレンジ精神を身に付けさせる狙いがあります。 

本課題を進めるのにあたり、最初は「組込み型マイコン開発」、「機械設計及び加工」、「電子

回路設計及び製作」の担当に分けて、作業を並行に進めるよう指導しました。組込み型マイコ

ン開発では、実機がないと開発作業が並行に進められないので、あらかじめブレッドボード上

に製作した試作回路を使って開発させました。それぞれの部分が完成した後、一つに合体させ

ました。その後、最後の仕上げとして全員でネットワークの構築、メールサーバーの構築、ネ

ットワークサーバー側のアプリケーション開発、調理対象の食材レシピデータを実験より求め

る作業を行い、最終的に本システムを完成させることができました。学生も本課題製作中は、

とても真剣に取組んでくれたと思います。完成したとき、思わず「ヤッター」という声を叫ん

でいましたが、その気持ちを忘れないでほしいと思います。 

 

養成する能力 
（知識､技能･技術） 

課題制作・開発のポイント 訓練（指導）ポイント 

○ 仕様を決定する能力 

○ 工程を考える能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ C 言語による組込み型マ

イコン開発技術を習得し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 目的のシステムの仕様及

び構成内容を考えさせま

す。 

◇ 全体の構成から担当を分

けます。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 以下の機能をマイコンに

搭載させるため、マイコン

のソフトウェアを開発させ

ました。 

・ パネル操作上からのデー

タ入力及び液晶表示機能 

・ フィードバックによる温

度制御プログラミング 

・ 通信プログラミング  

 （UART、ネットワーク） 

● 製作するシステム構成図

を自ら作成させ、そこから

必要となる部品選定及び

部品の手配、完成までの工

程表を作成させることに

しました。 

● 学生の得意分野及び興味

などから「組込み型マイコ

ン開発」、「機械設計及び加

工」、「電子回路設計及び製

作」の３つ担当に分かれま

した。 

●  マイコン開発に C 言語

を使いましたので、総合制

作スタート前に全員に事

前に 1~2 ヶ月位 C 言語の

基礎の部分について徹底

的に再教育を行いました。 

● 組み込み型マイコン開発

では、実機がないと開発作

業が並行に進められない

ので、あらかじめブレッド



養成する能力 
（知識､技能･技術） 

課題制作・開発のポイント 訓練（指導）ポイント 

 

 

 

○ 電子回路設計及び製作技

術を習得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○機械設計及び加工技術を習

得します。 

 

 

 

○進捗状況の確認ができる。 

 

 

 

 

○最終組立てと動作確認がで

きる。 

 

 

 

 

○ネットワークの構築ができ

る。 

 

 

 

○ネットワークサーバーのア

プリケーション開発ができ

る。 

 

 

・RF-ID リーダーモジュール

の制御機能 

などです。 

◇ マイコン搭載の電子回路

基板の設計及び製作を行

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

◇操作パネル及び筐体部分

(追加部分)を製作し、市販のオ

ーブントースターを改造しま

した。 

 

◇各作業の進捗状況の報告会

の実施 

 

 

 

◇各部の接続を行い動作確認 

 

 

 

 

 

◇製作物本体をネットワーク

接続するため、HUB を使って

LAN の構築、本体及び PC の

ネットワーク設定を行いまし

た 

◇VisualBasic®を使って、製

作物本体と PC とデータ通信

するためのアプリケーション

の開発を行いました。 

 

ボード上に製作した試作

回路を使って開発させま

した。 

● 電子CADを使って回路設

計させることで、実際の業

務と同じスタイルで開発

をさせました。 

● 実際の電子回路基板の製

作においてはユニバーサ

ル基板で行うことで、電子

回路製作ではかかせない

半田付け作業の技術力向

上を図りました。 

●機械 CAD で設計した図面

データから鉄板をレーザ加工

機により切り出すことで操作

パネル及び筐体の部分を製作

しました。 

● 分担して作業を進める中

で、進捗状況報告会を通じ

て、お互いの進捗状況や決

定事項を連絡しあいまし

た。 

●お互いに製作したものを接

続して、最終的に組立てまし

た。 

●最終的に組み立てたものが

正常に動作するかを全員で確

認しました。 

●最終組立て完了後、本体を

ネットワークに接続するた

め、全員でネットワークを構

築しました。 

 

● 開 発 が 手 軽 な Visual 

Basic®で、PC 側のアプリ

ケーションソフトの開発

を行いました。 

● 製作物本体との独自のプ



養成する能力 
（知識､技能･技術） 

課題制作・開発のポイント 訓練（指導）ポイント 

 

 

 

 

 

ロトコルを開発し、実装し

ました。 

 

 

課題に関する問い合わせ先 

 

施設名  ： 浜松職業能力開発短期大学校 

住 所  ： 〒432-8053 

       静岡県浜松市南区法枝町 693 

電話番号 ： 053－441－4444 

施設Ｗｅｂアドレス ：http://www.ehdo.go.jp/shizuoka/hamamatsu/ 

 


